

























The support for parents and children in the 18-month-old
children’s health examination program
矢 野 の り 子
キーワード：発達障害および発達遅滞、経過観察、育児困難
developmental retardation and developmental disorder, follow up,





























































































































































































５％水準で認められた（ χ 2＝4.372、 p＝0.048）。また、母親が育児困難を訴えた子ども（男児
25名、女児14名）の発達項目と母親の主訴の内訳の各項目の関連をみた。指差しがない場合に
言語面の主訴が多いということが有意差１％水準で認められた（ χ 2＝24.327、 p＝0.003）。ま
た、語彙3語がない場合にも言語面の訴えが多いということが有意差５％水準で認められた















男児（25名） 7（28％） 14（56％） 4（26％）
女児（14名） 6（43％） 6（43％） 2（14％）
表３ １歳半健診当日の事例数
正常 要助言 要経過観察 要精密検査 総計
200X年
1119 21 41 5 1181
62
200X＋１年
1089 33 46 5 1168
79
表４ 男女別要経過観察の事例数
200X年 200X＋１年 総 計
男 児 31（23） 35（27） 66（50）
女 児 10（ 7） 11（ 7） 21（14）
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